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　「普段の生活や業務は同じ事の繰り返しで変化がない」と思う方は少なからずいると思う。しかし、「先
週はいろいろあったなぁ」「来月は○○で大変だ」と、何だかんだ平凡な日々は意外とない。当たり前の日
常を普通に過ごす、もしくは安全に何事もなく業務を行えるのは、日々の努力を怠っていない現れともいえ
る。知識や技術に個人差はあるものの、何もしなければ自己過信や油断から事故やトラブルを引き起こす可
能性が増す。そう考えるとわれわれは日常を保つため、努力し支えられ生きているといえる。自分が人や社
会に何かできるか考え、（押し付けや傲慢でない）行動をすることで日々の業務や生活が成り立っていると
もいえる。ごく普通の日常というのは実はすごいことであり、何もない日々など存在しない。
　今年の 5月に大宮で関東甲信越診療放射線技師学術大会が開催された。関東大会としては初の 100 演題
を越える大きなイベントになったにもかかわらず、ほとんどトラブルなく盛会のうち終了した。会員皆さま
の努力、知識や経験が力を合わせた結果だ。自分も微力ながらお手伝いさせていただき、良い経験をさせ
ていただいた。しかし、正直お腹いっぱいで同じようなイベントは当面結構だ（笑）。しばらくはのんびり
と過ごしたいと思った矢先、学術委員会の皆さまは来年の埼玉県診療放射線技師学術大会の準備をすでに
話していた。われわれ編集情報委員会もたたき台が出来次第、準備を始める。
　やれやれ、来年も大変だww。
� （とめぞう）

　2016 年 5月発行（第 64 巻　第 2号　通巻第 244 号）の「埼玉放射線」総会資料に、以下の誤記がありました。
　謹んでお詫びいたします。

正誤表
誤 正

１．P147（38） 右段　1行目
　（７）会員の動向（平成 27 年 3 月 31 日現在）

２．P147（38） 右段　11 行目
　（８）平成 27 年度賛助会員
　　シーメンス・ジャパン株式会社

（７）会員の動向（平成 28 年 3 月 31 日現在）
　

（８）平成 27 年度賛助会員
　　シーメンスヘルスケア株式会社


